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（全事業共通） 

・汲沢地域ケアプラザへのアクセスが難しい地域の

住民に向けて、近隣の市民利用施設や地域資源等の

情報収集や連携をすることで事業展開が出来まし

た。 

・担当エリア内の各種地縁団体の定例会や、取組の

連絡会等に積極的に参加することで、良好な関係づ

くりとニーズ把握等が出来ました。 

・各職種が連携しながら、地域の住民とともに取り

組み、医療機関や訪問看護ステーション等とも協力

して事業を展開しています。 

 

（地域活動・交流） 

・「踊場ふれあい午後のカフェ」など将来的に地域主

体で活動を実施できるような事業の組立を考え、計

画的な支援が実施できました。 

・ボランティアの協力を得ながら実施した「出張図

書コーナー」では、地域主催のカフェで実施するこ

とにより、地域の人がカフェに足を運ぶきっかけと

なるとともに、ケアプラザの周知を図ることができ

ました。また、自主企画事業では、教室参加者が、

ボランティアとして他の事業に参加する機会をつく

るなど、担い手になる働きかけを行っています。 

・「ぐみカフェ」については地域ケアプラザの自主企

画事業として試行実施していましたが、地域の課題

として「居場所」が取り上げられていたことから、

地域福祉保健計画の一環としてプロジェクトメンバ

ーと検討を重ねるなど、地域への広がりを見せてい

ます。 

・以前実施していたケアプラザ事業の参加者や新た

なボランティア３団体からの協力を得ながら、夏休

みの子ども向けにビーズ教室を実施しており、地域

のボランティア育成・コーディネートを実現してい

ます。 

 

（地域包括支援センター） 

・地域アセスメントをしっかり行い、計画的に踊場

地区への関わりをしています。エリア内の訪問看護

ステーションと連携し介護予防教室を開催し、老人

会に参加しないメンバーの参加も見られるようにな

りました。 

・定例カンファレンスの他に、地域ケア検討会を開



催しており、ケースの情報共有、支援の方向性の検

討、地域ケア会議との連動性を持たせた会議を実施

しています。 

・新しい事業所や制度の情報収集を行った場合に、

紙ベースでの管理とパソコンでも事業所の一覧を作

成し、職場内で共有するとともに活用しています。 

・権利擁護、消費者保護の情報提供が行えるように

パンフレット等の整理を行い、地域の方が自由に情

報を得られるようにしています。 

・キャラバンメイト連絡会とエリア内の訪問看護ス

テーションと連携し、開催していないエリアに、認

知症サポーター養成講座を実施しています。また、

エリア内のグループホーム内で実施されているオレ

ンジカフェについて、運営の見直しの相談を受け一

緒に改善策を検討する中で、他サロンと日程が重な

らないよう日時を調整するなど、きめ細やかに地域

の団体や事業所と連携・支援が出来ました。 

 

（生活支援体制整備事業） 

・毎月実施している地域ケア会議検討会では、地域

状況について生活支援コーディネーターから各職種

への情報提供が行われており、各職種が一体的に地

域支援に取り組める体制づくりができています。 

・町内会や老人会など、数多くの地域の会合に出席

し、情報提供や地域情報の把握に努めています。 

・住民のニーズに基づき、移動支援の取組や、様々

な地域での集いの場の立ち上げについて支援してい

ます。 



   

 

 


